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光ファイバー技術の紹介

～進化した光ファイバーケーブル～
★下水道管理用光ファイバーは、情報を送るだけでなく、光源や電気を送ることも可能となり、

大きく進化を遂げています。

【光と電気を送る】【光 イバ ケ ブ 】 【光と電気を送る】【光ファイバーケーブル】

ブ光ファイバーケーブル（高密度多心
光ファイバーケーブル）の断面図。
これ1本で1000心の光ファイバー
が収容されている。

下水道管渠内に布設された光ファ
イバーケーブル

～光ファイバーセンシング技術～
★下水道管理用光ファイバーは、情報通信ケーブルとしてだけでなく、センシング技術も注目を

集めています。

【水位計センサ】 【侵入検知センサ】【浸水検知センサ】



光ファイバー整備事業に係る補助制度

★下水道光ファイバー関係については、平成１１年度に新世代下水道支援事業（高度情報型）と
して、下水道管理の高度化だけでなく水量計測・水質監視などを目的とした家庭までの光ファ
イバーも補助対象となると同時に、一般利用を兼ねた光ファイバーの敷設が可能となってい
ます。

〈補助対象と補助率〉

１）主要な事業所または家庭と処理場等複数の下水道施設を光ファイバーで結び、処理水質の
安定化を図るための事業所排水の測定、下水使用量をリアルタイムで把握するための自動安定化を図るための事業所排水の測定、下水使用量をリアルタイムで把握するための自動
検針システム、ポンプ場などにおける映像監視等の下水道管理の効率化・高度化のための
施設費用（ケーブル布設費、測定機器及び通信設備費）の2分の１を補助します。

２)下水道管理用光ファイバーの設置に併せて「さやケーブル」や「サス外装ケーブル」等を一体
のケーブルとして設置する事業実施主体に対して補助対象事業費の2分の１を補助します。

３）浸水の恐れのある区域内の住民に対して下水道管理者が「降雨・雨水排除に関するデータ」）浸水の恐れのある区域内の住民に対して下水道管理者が 降雨 雨水排除に関するデ タ」
をリアルタイムに提供する情報提供施設及びその付帯施設について、①公共下水道事業又
は流域下水道事業として実施する場合：整備費用の2分の１、②都市下水路事業として実施
する場合：整備費用の10分の４をそれぞれの補助としています。

社団法人 日本下水道光ファイバー技術協会

〒101-0047 東京都千代田区内神田2-10-12

内神田すいすいビル4階

お問い合わせ先：

（社）日本下水道光ファイバー技術協会 事務局
話電話 ： ０３－６２０６－０２２２ ＦＡＸ ： ０３－２６０６－０２２１
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